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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つの移動ノードと、複数のアクセス・ノードを含む異種ネットワークとを
含む方法であって、
　第１のアクセス・ノードから第２のアクセス・ノードへ、移動ノードと関連するイベン
トのコンテキスト情報を転送するステップであって、前記イベントのコンテキスト情報が
、前記移動ノードの次のハンドオフを前記第２のアクセス・ノードに報告する前記移動ノ
ードと前記第２のアクセス・ノードとの間の少なくとも１つのイベントの報告のための少
なくとも１つのトリガおよび前記移動ノードのイベントコンテキストの状態を示すイベン
トのコンテキスト情報であり、前記少なくとも１つのイベントが前記移動ノードの次のハ
ンドオフを前記第２のアクセス・ノードに伝える前記移動ノードと前記第２のアクセス・
ノードとの間の通信のために使用される物理層、データリンク層、または論理リンク層の
少なくとも１つの状態または伝送動作に変化を指示するイベントであるステップ
を含む方法。
【請求項２】
　前記第２のアクセス・ノードへ前記イベントのコンテキスト情報を転送するステップが
、前記移動ノードが前記第２のアクセス・ノードと関連付けられると判断することに応じ
て、前記第２のアクセス・ノードへ前記イベントのコンテキスト情報を転送するステップ
を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
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　前記移動ノードが、前記第２のアクセス・ノードと関連付けられるまたは関連付けの待
ち状態であると判断するステップを含む、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記移動ノードが、前記第２のアクセス・ノードと関連付けられるまたは関連付けの待
ち状態であると判断するステップが、前記第１のアクセス・ノードから前記第２のアクセ
ス・ノードへの前記移動ノードのハンドオフを示す情報にアクセスするステップを含む、
請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記移動ノードが前記第２のアクセス・ノードと関連付けられると判断するステップが
、前記移動ノードによって前記第２のアクセス・ノードに与えられる登録要求メッセージ
に基づいて、前記移動ノードが前記第２のアクセス・ノードと関連付けられると判断する
ステップを含む、請求項３に記載の方法。
【請求項６】
　前記登録要求メッセージを受信するステップを含む、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記登録要求メッセージを受信するステップが、前記第２のアクセス・ノードが前記移
動ノードの制御ノードであることを示す登録要求メッセージを受信するステップを含む、
請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記イベントのコンテキスト情報を転送するステップが、前記第１のアクセス・ノード
のメディア非依存ハンドオーバ層から前記第２のアクセス・ノードのメディア非依存ハン
ドオーバ層へ前記イベントのコンテキスト情報を転送するステップを含む、請求項１に記
載の方法。
【請求項９】
　前記イベントのコンテキスト情報を転送するステップが、前記移動ノードおよび前記第
１のアクセス・ノードと関連するイベントのコンテキスト情報を転送するステップであっ
て、前記イベントのコンテキスト情報が、前記移動ノードと前記第１のアクセス・ノード
との間の前記少なくとも１つのイベントの報告のための前記少なくとも１つのトリガを示
す前記移動ノードと前記第１のアクセス・ノードとの間の通信のために前もって確立され
ているイベントのコンテキスト情報であるステップを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記転送されたイベントのコンテキスト情報に基づいて少なくとも１つのイベント報告
を形成するステップを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記転送されたイベントのコンテキスト情報に基づいて少なくとも１つのイベントのセ
ッション識別子を形成するステップを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第１のアクセス・ノードから前記移動ノードへ、前記第２のアクセス・ノードがイ
ベント報告を受信することを示す登録解除メッセージを送信するステップを含む、請求項
１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記移動ノードのメディア非依存ハンドオフ機能または層を用いて前記イベントのコン
テキスト情報によって示されるイベントを登録するステップを含む、請求項１に記載の方
法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、概して通信システムに関し、より詳細には異種通信システムに関するもので
ある。
【背景技術】
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【０００２】
　従来の通信システムは、１つまたは複数のアクセス・ノードを使用して、１つまたは複
数の移動ノードにネットワーク接続性を与える。例えば、ユニバーサル・モバイル・テレ
コミュニケーション・サービス（ＵＭＴＳ）標準により動作するセルラー通信システムで
は、１つまたは複数のノードを使用して、移動ノードに無線ネットワークの接続性を与え
ることがある。アクセス・ネットワークは、基地局のようなアクセス・ノード、基地局の
ルータ、アクセス・ポイントなどを含むことができ、これらは無線ネットワーク制御装置
により通信ネットワークに接続されることが可能である。移動ノードには、携帯電話、携
帯情報端末、スマートフォン、テキスト・メッセージング機器、全地球測位システム、ナ
ビゲーション・システム、ネットワーク・インタフェース・カード、ノートブック・コン
ピュータ、デスクトップ・コンピュータなどが含まれる。別の例では、ＩＥＥＥ８０２．
３標準により動作するアクセス・ネットワークを使用して、移動ノードに有線ネットワー
クの接続性を与えることもでき、移動ノードは有線アクセス・ネットワークのアクセス・
ノードと有線の接続性を有する。
【０００３】
　移動ノードにネットワーク接続性を与えるために、数多くのタイプの通信システムが開
発され、配備されてきた。例示的な通信システムには、インターネット、イントラネット
、ＩＥＥＥ８０２．３標準により動作するシステムなど、有線通信システムが含まれる。
また、無線通信システムも急増した。例示的な無線通信システムには、マイクロ・セルに
無線接続性を与えるシステム（例えばＩＥＥＥ８０２．１１またはＩＥＥＥ８０２．１５
標準により無線接続性を与えるシステム）、およびマクロ・セルに無線接続性を与えるシ
ステム（例えば第三世代パートナーシップ・プロジェクト標準すなわち３ＧＰＰ、３ＧＰ
Ｐ２により動作するシステムおよび／またはＩＥＥＥ８０２．１６およびＩＥＥＥ８０２
．２０標準により動作するシステム）が含まれる。
【０００４】
　こうした異種通信システムにより与えられるカバレッジは、交わるおよび／または重な
り合うことがある。例えば、無線ローカル・エリア・ネットワークの無線アクセス・ポイ
ントは、セルラー通信システムの基地局と関連するマクロ・セルのカバレッジ・エリア内
にあるコーヒー店と関連するマイクロ・セルの移動ノードにネットワーク接続性を与える
ことができる。別の例としては、無線ローカル・エリア・ネットワークを介して同じくネ
ットワーク接続性を与えるオフィスビルで、有線の接続が利用可能である場合がある。こ
のオフィスビルはまた、１つまたは複数のプロバイダから携帯電話のカバレッジを受信す
る地理的領域にある可能性もある。
【０００５】
　異なる通信システムの急増に少なくとも部分的に応じて、２つ以上のタイプのアクセス
・ネットワークをサポートする移動ノードが開発された。例えば、スマートフォンは、エ
ア・インタフェースによりアクセス・ネットワークの無線通信インタフェースを、またア
クセス・ノードへの物理接続が可能であるときはアクセス・ネットワークの有線通信イン
タフェースをサポートすることができる。複数の通信インタフェースをサポートする移動
ノードは、あるアクセス・ノードから他のアクセス・ノードへハンドオフすることができ
る。ハンドオフは典型的に、信号品質、同期化の時間差、伝送エラー率、アクセス・ノー
ド・ローディング状態など１つまたは複数のメトリクスによってトリガされる。例えば、
移動中の移動ノードは、あるアクセス・ノードによって提供される信号品質が低下する領
域に遭遇する場合があり、したがってより良い信号品質を有する別のアクセス・ノードへ
ハンドオーバすることがある。別の例として、第１のアクセス・ノードによって静止した
移動ノードに与えられる信号品質は、変化する環境条件により変わる場合があり、第２の
アクセス・ノードへのハンドオフをトリガする。
【０００６】
　異なる通信技術、標準、および／またはプロトコルによって動作するアクセス・ノード
間の円滑なハンドオフは、異なるアクセス・ノード間の差異または非互換性のために困難
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（または不可能）である場合がある。したがって、異種ネットワークのアクセス・ノード
間のハンドオーバをサポートすることによってモバイル・ネットワークにおけるユーザの
使用体験を向上させるために、ＩＥＥＥ８０２．２１標準が提案された。詳細には、ＩＥ
ＥＥ８０２．２１標準は、当技術分野ではメディア非依存ハンドオーバ（Ｍｅｄｉａ　Ｉ
ｎｄｅｐｅｎｄｅｎｔ　Ｈａｎｄｏｖｅｒ；ＭＩＨ）標準とも呼ばれ、異種メディア間の
ハンドオーバを最適化するために、リンク層インテリジェンスおよび他の関連するネット
ワーク情報を上位層に提供する規格を定義する。これは、３ＧＰＰ、３ＧＰＰ２によって
規定されるリンク、ならびにＩＥＥＥ８０２系の規格の有線および無線メディアを含む。
【０００７】
　ＭＩＨ８０２．２１プロトコルは、イベント・サービス、コマンド・サービス、および
情報サービスを定義する。メディア非依存情報サービス（Ｍｅｄｉａ　Ｉｎｄｅｐｅｎｄ
ｅｎｔ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｓｅｒｖｉｃｅ；ＭＩＩＳ）は、フレーム構造および
対応するメカニズムを提供し、これによってＭＩＨＦ（メディア非依存ハンドオーバ機能
）実体が、ある地理的領域内にあるネットワーク情報を発見して取得することができ、ハ
ンドオーバを容易にする。コマンド・サービスにより、上位層が、物理層、データリンク
層、および論理リンク層（「下位層」としても知られる）を制御することができるように
なる。また上位層は、一連のハンドオーバ・コマンドを通して再構成または適切なリンク
の選択を制御することもできる。イベント・サービスは、アクセス・ノードと移動ノード
との間のイベントに関する情報を転送するために使用される。イベントは、物理層、デー
タリンク層、および論理リンク層の状態および／または伝送動作の変化を示す、あるいは
これらの層の状態変化を予測することができる。またイベント・サービスは、ネットワー
クの一部での管理アクションまたはコマンドの状態を示すために、あるいはいくつかのこ
のような管理実体を示すために使用されることもある。
【０００８】
　アクセス・ノードおよび／または移動ノードは、イベントの登録または購読メッセージ
を使用して一定のイベントが報告されるように要求することができる。例えば、移動ノー
ドは、リモート・イベント・サービスを使用して、ネットワークの負荷状態、定期メンテ
ナンス、および利用不可など、ネットワークのイベントに関して知ることができる。同様
にネットワークは、移動ノードがこの情報をイベントとして送信することを要求すること
によってチャネル状態、信号強度、またはＢＥＲなど、移動ノードによって観察される様
々な状況に関して知ることができる。無線状態は、非常に頻繁に変化する可能性があり、
これらの変化に起因するイベントの報告を頻繁にトリガする可能性がある。イベントの登
録は、ノードに関心の高いイベントについて登録することによって、また要求されるイベ
ントと関連するしきい値を伝えることによって、イベント報告の数および／または頻度を
削減することができる。要求されるイベントは、要求中のノードによって設定されたしき
い値を超えるときに報告されるのみである。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　従来の異種ネットワークでは、移動ノードがネットワーク・ディスカバリを開始し、そ
の後移動ノードが存在しているネットワークを通知する。ネットワーク・ディスカバリが
行われると、ネットワークは、ネットワークによって開始されることが可能であるイベン
トの登録メッセージを使用して、一定のイベントを報告するよう要求することがある。移
動ノードは、イベントの登録メッセージに応答して、イベントの登録の確認を与えること
ができる。同様に移動ノードは、ネットワークからイベントを受信することを望む場合、
例えばイベントの登録メッセージを使用して、イベントの登録を開始することができる。
ネットワークおよび移動ノードは、次にイベントの登録メッセージに含まれる情報に基づ
いてイベントのコンテキスト情報を形成し、格納する。しかしながら、イベントの登録メ
ッセージの送信および承認は、メディア非依存ハンドオーバを実行することと関連したオ
ーバーヘッドを増大させる。
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【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は、上述した問題の１つまたは複数の影響に取り組むことを目的とする。以下は
、本発明のいくつかの態様の基本的な理解を得られるように、本発明の平易な要約を示す
ものである。この要約は、本発明の包括的な概要ではない。本発明の主要な要素もしくは
決定的な要素を断定すること、または本発明の範囲を明確に示すことを目的とするもので
はない。その唯一の目的は、後に述べるより詳細な説明への前置きとして、いくつかの概
念を平易な形で示すことである。
【００１１】
　本発明の一実施形態では、少なくとも１つの移動ノードと複数のアクセス・ノードを含
む異種ネットワークとを含む方法が提供される。この方法は、１つのアクセス技術と関連
する第１のアクセス・ノードから異なるアクセス技術と関連する第２のアクセス・ノード
へ、移動ノードと関連するイベントのコンテキスト情報を転送することを含む。
【００１２】
　同じ参照符号が同じ要素を示す添付の図面と併せて行う次の説明を参照して、本発明を
理解することができる。
　本発明は、様々な修正および代替形態が可能であるが、そのうちの特定の実施形態を図
面に例として示し、本明細書で詳細を説明する。しかしながら、特定の実施形態について
の本明細書の説明は、本発明を開示した特定の形態に限定しようとするものではなく、む
しろ特許請求の範囲で定義される本発明の趣旨と範囲内にあるあらゆる修正物、均等物、
および代替物を包含しようとするものであることを理解されたい。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　本発明の例示的な実施形態について以下に説明する。明瞭にするために、本明細書では
実際の実施の特徴をすべて述べているわけではない。このような実際の実施形態の開発に
おいては、開発者の特定の目標を達成するために、システム関連の制約およびビジネス関
連の制約に従うなど、実施によって異なる数多くの実施時特有の決定をすべきであるとい
うことが当然理解される。さらに、このような開発努力は複雑で時間のかかるものである
が、この開示の利益を有する当業者には定常的な取り組みであるということが理解される
。
【００１４】
　本発明の一部分および対応する詳細な説明は、ソフトウェア、またはコンピュータ・メ
モリ内のデータ・ビットで動作するアルゴリズムおよび記号表現に関して述べる。これら
の説明および表示は、当業者が自身の作業の内容を他の当業者に効果的に伝えるためのも
のである。本明細書で使用され、また一般に使用されるアルゴリズムは、所望の結果につ
ながるステップの首尾一貫したシーケンスであると考える。ステップは、物理量の物理的
操作を必要とするものである。必ずしもそうではないが、通常これらの量は、格納、転送
、結合、比較、およびその他の操作が可能である光信号、電気信号、または磁気信号の形
態をとる。主として一般的な用法という理由により、これらの信号をビット、値、要素、
符号、文字、項、数字などと呼ぶことが、場合によっては好都合であることがわかってい
る。
【００１５】
　しかしながら、これらの用語および同様の用語のすべては、適切な物理量と関連付けら
れなければならず、これらの量につけられた便宜的表示にすぎないということを、心に留
めるべきである。特に別段の指定がなければ、記述から明らかなように、「処理」または
「演算」または「計算」または「決定」または「表示」などの用語は、コンピュータ・シ
ステムまたは同様の電子計算装置の動作およびプロセスのことを指し、このコンピュータ
・システムとは、コンピュータ・システムのレジスタおよびメモリ内の物理量、電子量と
して表されるデータを操作し、コンピュータ・システムのメモリもしくはレジスタまたは
このような他の情報記憶装置、転送装置、もしくは表示装置内の物理量として同様に表さ
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れる他のデータに変換するものである。
【００１６】
　また、本発明のソフトウェア実施態様は、典型的に何らかの形態のプログラム記憶媒体
上に符号化される、または何らかの形態の伝送媒体上に実施されることにも注意する。プ
ログラム記憶媒体は、磁気的（例えばフロッピー（登録商標）・ディスク、もしくはハー
ド・ドライブ）または光学的（例えばコンパクト・ディスク・リード・オンリー・メモリ
すなわち「ＣＤ　ＲＯＭ」）とすることができ、またリード・オンリーもしくはランダム
・アクセスとすることができる。同様に、伝送媒体は、無線、ツイスト・ペア線、ＣＡＴ
５、同軸ケーブル、光ファイバー、または当技術に知られるその他の好適な伝送媒体とす
ることができる。本発明は、いかなる所与の実施のこれらの態様にも限定されない。
【００１７】
　次に、添付の図を参照して本発明を説明する。単に説明の目的のために、また当業者に
は周知の詳細で本発明をわかりにくくしないように、図面では様々な構造、システム、お
よび装置を概略的に示している。しかしながら、本発明の例示的実施例を記載して説明す
るために、添付の図面を含んでいる。本明細書で使用する語および語句は、当業者による
これらの語および語句の理解と一致する意味を有するものと理解され、解釈されたい。用
語または語句の特別な定義、すなわち当業者によって理解される通常の従来通りの意味と
は異なる定義は、本明細書でのこの用語または語句の一貫した使用に包含しないものとす
る。用語または語句が特別な意味、すなわち当業者によって理解されるもの以外の意味を
有することを意図する範囲については、このような特別な定義を、この用語または語句に
特別な定義を直接かつ明白に与える定義方法で、本明細書において明示的に説明する。
【００１８】
　図１は、異種ネットワーク１００の第１の例示的実施形態を概念的に示している。当技
術分野での使用法に従って本明細書で使用する「異種ネットワーク」という用語は、異な
る標準および／またはプロトコルに従って動作する相互接続部分、ネットワーク、および
／またはサブネットを含むネットワークのことを指すと理解される。異種ネットワーク１
００は、様々な有線および／または無線の標準および／またはプロトコルを実装する様々
なアクセス技術に従って動作する部分を含むことができる。例えば、異種ネットワーク１
００は、インターネット、イントラネット、ＩＥＥＥ８０２．３標準に従って動作するシ
ステム、その他などの有線通信システム、ならびにＩＥＥＥ８０２．１１またはＩＥＥＥ
８０２．１５標準、第三世代パートナーシップ・プロジェクト標準（３ＧＰＰ、３）、Ｉ
ＥＥＥ８０２．１６またはＩＥＥＥ８０２．２０標準、その他に従って無線接続性を提供
するＧＰＰ２無線通信システムを含むことができる。
【００１９】
　異種ネットワーク１００は、１つまたは複数の移動ノード１０５に様々な通信サービス
を提供する。図１には、ただ１つの移動ノード１０５を示しているが、異種ネットワーク
１００はいかなる数の移動ノード１０５にも通信サービスを提供可能であるということを
、本開示の利益を享受する当業者には理解されたい。また、移動ノード１０５は、「移動
体」、「移動端末」、「アクセス端末」、「加入者端末」、「加入者局」、「移動局」、
「ユーザ端末」、「端末機器」、「ユーザ機器」など他の用語を使用して言及される場合
もあることを、本開示の利益を享受する当業者には理解されたい。例示的な移動ノード１
０５には、携帯電話、携帯情報端末、スマートフォン、テキスト・メッセージング機器、
全地球測位システム機器、ナビゲーション・システム、ネットワーク・インタフェース・
カード、ノートブック・コンピュータ、デスクトップ・コンピュータなどが含まれる。
【００２０】
　移動ノード１０５は、以下に詳細に述べるように、１つまたは複数の有線通信リンク、
および／または１つまたは複数の無線通信リンク用の複数のインタフェースをサポートす
る。図示した実施形態では、移動ノード１０５は多モードであり、すなわち移動ノード１
０５は、複数の無線標準をサポートすること、および２つ以上の無線インタフェースで接
続を同時にサポートすることが可能である。また移動ノード１０５は、メディア非依存ハ
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ンドオーバ（ＭＩＨ）機能をサポートすることができる。一実施形態では、移動ノード１
０５は、当技術分野ではメディア非依存ハンドオーバ（ＭＩＨ）標準とも呼ばれるＩＥＥ
Ｅ８０２．２１標準をサポートする。ＭＩＨ標準は、異種メディア間のハンドオーバを最
適化するために、リンク層インテリジェンスおよびその他の関連情報を上位層に提供する
規格を定義する。
【００２１】
　異種ネットワーク１００はまた、相互に接続されて異種ネットワーク１００を形成する
様々なネットワーク１１０を含む。集合的にネットワーク１１０を指すときは、添え字（
１～４）が省略される場合がある。しかしながら、個々のネットワーク１１０またはネッ
トワーク１１０のサブセットを示すには、添え字を使用することができる。同様の取り決
めは、数字と１つまたは複数の識別添え字で指示される図面中の他の要素に適用されるも
のとする。ネットワーク１１０のそれぞれは、少なくとも１つのアクセス・ネットワーク
１１５を含む。アクセス・ネットワーク１１５は、移動ノード１０５の接続点（またはポ
イント・オブ・サービス）として動作することができる１つまたは複数のアクセス・ノー
ド（図１には示していない）を含む。アクセス・ノードは、多モードとすることができ、
すなわち複数の無線標準をサポートすること、および２つ以上の無線インタフェースで接
続を同時にサポートすることが可能である。
【００２２】
　図示した実施形態では、異種ネットワーク１００は、移動ノード１０５のホーム・ネッ
トワークとして動作するホーム・コア・ネットワーク１１０（３）を含む。したがって、
移動ノード１０５は、セルラー・アクセス・ネットワーク１１５（３）のアクセス・ノー
ドと通信リンクを形成することによって、ホーム・コア・ネットワーク１１０（３）、な
らびにホーム・コア・ネットワーク１１０（３）に接続された他のネットワークにアクセ
スすることができる。図１に示すように、ホーム・コア・ネットワーク１１０（３）は、
情報データベースと、ホーム認証、認可およびアカウンティング（ＨＡＡＡ）サーバと、
ホーム・エージェント（ＨＡ）とを含む情報サーバと結合されることが可能である。しか
しながら、代替的実施形態では、異種ネットワーク１００は、プロキシ・モバイル・イン
ターネット・プロトコル（ＭＩＰ）を実装することもできる。これらの構成要素の設定、
操作、および／または管理の技法は、当技術分野では知られており、明瞭にするために、
本発明と関連するこれらの構成要素の設定、操作、および／または管理の側面のみを、本
明細書でさらに説明する。
【００２３】
　異種ネットワーク１００はまた、ホーム・コア・ネットワーク１１０（３）と通信可能
に結合されることが可能である訪問コア・ネットワーク１１０（１、２、４）を含む。図
示した実施形態では、訪問コア・ネットワーク１１０（１、２、４）は、アクセス・ネッ
トワーク１１５（１）で接続点（ＰｏＡ）として動作するアクセス・ノードを介してアク
セス可能である無線ローカル・エリア・ネットワーク（ＷＬＡＮ）と、アクセス・ネット
ワーク１１５（２）でＰｏＡとして動作するアクセス・ノードを介してアクセス可能であ
るＷｉＭＡＸネットワークと、ＩＥＥＥ８０２．３標準に従って動作し、アクセス・ネッ
トワーク１１５（４）で８０２．３アクセス・ノードのＰｏＡを介してアクセス可能であ
る有線ネットワークとを含む。しかしながら、異種ネットワーク１００の代替的実施形態
では、いかなる数またはいかなるタイプの訪問コア・ネットワーク１１０（１、２、４）
を含むこともできる。図１に示すように、訪問コア・ネットワーク１１０（１、２、４）
は、情報データベースと、訪問認証、認可およびアカウンティング（ＶＡＡＡ）サーバと
、外部エージェント（ＦＡ）とを含む情報サーバと結合されることが可能である。これら
の構成要素の設定、操作、および／または管理の技法は、当技術分野では知られており、
明瞭にするために、本発明と関連するこれらの構成要素の設定、操作、および／または管
理の側面のみを、本明細書でさらに説明する。
【００２４】
　図示した実施形態では、異種ネットワーク１００は、ＩＥＥＥ８０２．２１のＭＩＨ標
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準などのメディア非依存ハンドオフ機能をサポートし、異種標準および／またはプロトコ
ルに従って動作するアクセス・ネットワーク１１５間で、移動ノード１０５がハンドオフ
可能になる。例えば、アクセス・ネットワーク１１５の２つの間で移動ノード１０５をハ
ンドオフするには、切断後に確立（ｂｒｅａｋ－ｔｈｅｎ－ｍａｋｅ）のハンドオーバお
よび／または切断前に確立（ｍａｋｅ－ｂｅｆｏｒｅ－ｂｒｅａｋ）のハンドオーバを利
用することができる。したがって異種ネットワーク１００、アクセス・ネットワーク１１
５、および移動ノード１０５は、メディア非依存ハンドオーバを実行するために使用可能
である様々な情報サービス、イベント・サービス、およびコマンド・サービスをサポート
することができる。移動ノード１０５と関連するイベント・サービスの一部（または全部
）は、移動ノード１０５が１つのアクセス・ネットワーク１１５（またはその中のノード
）から別のアクセス・ネットワーク（またはノード）へハンドオフするとき、依然として
同じものであることが可能である。したがって移動ノード１０５と関連するイベントのコ
ンテキスト（またはその一部）は、移動ノード１０５がターゲット・アクセス・ネットワ
ーク１１５と関連付けられると判断することに応じて、ソース・アクセス・ネットワーク
１１５の１つのアクセス・ノードからターゲット・アクセス・ネットワーク１１５のアク
セス・ノードへ転送されることが可能である。本明細書で使用する、「イベントのコンテ
キスト」という用語は、移動ノード１０５と関連するイベントを特定し、これらのイベン
トの報告をサポートするために使用される情報および／または状態を指すと理解される。
一実施形態では、イベントのコンテキストは、イベントの登録および／または購読のコン
テキストを含む。
【００２５】
　図２は、異種ネットワーク２００の第２の例示的実施形態を概念的に示している。図示
した実施形態では、異種ネットワーク２００は、通信可能に結合されたホーム・コア・ネ
ットワーク２０５と、訪問コア・ネットワーク２１０とを含む。図２には、ただ１つの訪
問コア・ネットワーク２１０を示しているが、異種ネットワーク２００はいかなる数の訪
問コア・ネットワーク２１０を含むこともできるということを、本開示の利益を享受する
当業者には理解されたい。ホーム・コア・ネットワーク２０５および訪問コア・ネットワ
ーク２１０は、対応するアクセス・ネットワーク２１５と通信可能に結合されている。図
２に示したホーム・コア・ネットワーク２０５および訪問コア・ネットワーク２１０は、
それぞれ対応する１つのアクセス・ネットワーク２１５と結合されているが、ホーム・ネ
ットワーク２０５および／または訪問ネットワーク２１０は、コア・ネットワーク２０５
と任意の数のアクセス・ネットワーク２１５との間で任意のタイプの有線もしくは無線通
信を使用して通信可能に結合されることも可能であり、またサービス・レベルの一致によ
って互いに通信可能に結合されることも可能であることを、本開示の利益を享受する当業
者には理解されたい。
【００２６】
　アクセス・ネットワーク２１５のそれぞれは、１つまたは複数のアクセス・ノード２２
０を含む。アクセス・ノード２２０は、ホーム・コア・ネットワーク２０５および／また
は訪問コア・ネットワーク２１０へアクセスできるようにするために使用されるいかなる
タイプの機器とすることもできる。例示的なアクセス・ノード２２０には、基地局、基地
局のルータ、アクセス・ポイント、ルータ、ハブなどがある。アクセス・ノード２２０は
、ＩＥＥＥ８０２．３標準などの有線標準、およびＩＥＥＥ８０２．１１もしくはＩＥＥ
Ｅ８０２．１５標準、第三世代パートナーシップ・プロジェクト標準（３ＧＰＰ、３ＧＰ
Ｐ２）、ＩＥＥＥ８０２．１６もしくは８０２．２０標準などの無線通信標準を含むが、
これらに限定されないいかなる標準またはプロトコルに従っても動作することができる。
【００２７】
　移動ノード２２５は、アクセス・ネットワーク２１５の一方（または両方）のアクセス
・ノード２２０と通信リンクを形成することができる。図示した実施形態では、移動ノー
ド２２５は、アクセス・ネットワーク２１５（１）のアクセス・ノード２２０（２）と通
信リンク２３０を有する（または有した）。移動ノード２２５はまた、アクセス・ネット



(9) JP 4990968 B2 2012.8.1

10

20

30

40

50

ワーク２１０（２）のアクセス・ノード２２０（３）と通信リンク２３５を形成している
過程である（またはすでに形成した）。例えば、移動ノード２２５は、アクセス・ノード
２２０（２）からアクセス・ノード２２０（３）へのソフトな切断前に確立（ｍａｋｅ－
ｂｅｆｏｒｅ－ｂｒｅａｋ）のハンドオーバ・モード状態である可能性があり、この場合
、通信リンク２３０、２３５が同時に存在している可能性がある。別の例では、移動ノー
ド２２５は、アクセス・ノード２２０（２）からアクセス・ノード２２０（３）へのハー
ド・ハンドオーバ（例えば確立前に切断（ｂｒｅａｋ－ｂｅｆｏｒｅ－ｍａｋｅ））状態
である可能性があり、この場合、通信リンク２３０は、通信リンク２３５が形成される前
に破壊される可能性がある。
【００２８】
　イベントのコンテキスト情報は、矢印２４０が示すように、アクセス・ノード２２０（
２）からアクセス・ノード２２０（３）へ転送されることが可能である。一実施形態では
、イベントのコンテキスト情報は、以下に詳細に述べるように、ＭＩＨからＭＩＨへの通
信を使用して２つのＭＩＨ対応ノード間で転送される。イベントの登録および／または購
読コンテキスト情報は、移動ノード２２５およびアクセス・ノード２２０（２）と関連す
るイベントを特定するおよび／または報告するために確立され、使用された状態および／
または情報を含むことができる。一実施形態では、イベントのコンテキスト情報は、移動
ノード２２５がアクセス・ノード２２０（３）と関連付けられたと判断することに応じて
、アクセス・ネットワーク２１０（２）からアクセス・ネットワーク２２０（３）へ転送
されることが可能である。例えば、アクセス・ノード２２０（３）は、移動ノード２２５
がアクセス・ノード２２０（３）へハンドオフしたことを知らせる情報を受信することが
できる。ハンドオフ情報は、移動ノード２２５および／またはアクセス・ネットワーク２
２０（２）から受信されることが可能である。
【００２９】
　一実施形態では、移動ノード２２５は、アクセス・ノード２２０（３）が制御ノードま
たはコマンド・ノード、すなわちコマンド・サービスを提供するノードとなるように選択
する。移動ノード２２５は、アクセス・ノード２２０（３）が移動ノード２２５の制御ノ
ードとして動作するようになることをアクセス・ノード２２０（３）に知らせる登録メッ
セージを提供する。例えば、登録メッセージは、サービス・プロバイダによって移動ノー
ド２２５へダウンロードされた、または事前に供給された、ハンドオーバ・ポリシーなど
任意の関連ポリシーをアクセス・ノード２２０（３）に知らせる情報を含むことができる
。一実施形態では、アクセス・ノード２２０（３）は、移動ノード２２５からの登録要求
メッセージの受信に基づいて、移動ノード２２５がアクセス・ノード２２０（３）と関連
付けられたと判断することができる。したがって、アクセス・ノード２２０（３）は、移
動ノード２２５から登録要求メッセージを受信することに応答して、移動ノード２２５と
関連するイベントのコンテキスト情報がアクセス・ノード２２０（２）からアクセス・ノ
ード２２０（３）へ転送されるように要求することができる。
【００３０】
　図３は、ソース・アクセス・ノード３００およびターゲット・アクセス・ノード３０５
の１つの例示的実施形態を概念的に示す。図示した実施形態では、ソース・アクセス・ノ
ード３００およびターゲット・アクセス・ノード３０５は、メディア非依存ハンドオーバ
をサポートする。例えば、ソース・アクセス・ノード３００およびターゲット・アクセス
・ノード３０５は、ＩＥＥＥ８０２．２１のメディア非依存ハンドオーバ標準をサポート
するように構成されることが可能である。したがって、ソース・アクセス・ノード３００
および／またはターゲット・アクセス・ノード３０５に実装される様々な層は、上位層３
１０、メディア非依存ハンドオーバ層３１５、および下位層３２０に分割されることが可
能である。層３１０、３１５、３２０は、ハードウェア、ファームウェア、および／また
はソフトウェアの任意の組み合わせに実装されることが可能である。
【００３１】
　当技術分野での使用法に従って本明細書で使用する「メディア非依存ハンドオーバ層」
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という用語は、端末におけるおよびネットワークにおける無線インタフェースの規格に非
依存であるインテリジェンスを実装する包括的なリンク層を指すと理解される。したがっ
てメディア非依存ハンドオーバ層３１５は、上位層またはモビリティ管理プロトコル・ス
タックのＭＩＨユーザと、３ＧＰＰ、３ＧＰＰ２、およびＩＥＥＥ８０２系の標準によっ
て規定されるリンク層など既存のメディア固有のリンク層との間の包括的なインタフェー
スを提供する。メディア非依存ハンドオーバ層３１５は、単一の技術非依存インタフェー
ス（例えばＭＩＨサービス・アクセス・ポイントすなわちＳＡＰ）を介して上位層３１０
にサービスを提供することができ、様々な技術依存のインタフェース（メディア固有のＳ
ＡＰ）を介して下位層３２０からサービスを取得することができる。
【００３２】
　当技術分野での使用法に従って本明細書で使用する「上位層」という用語は、メディア
非依存ハンドオフ（ＭＩＨ）機能の層３１５によって提供されるサービスを利用する１つ
または複数の層３１０を指すと理解され、したがって上位層は、ＭＩＨユーザと呼ばれる
ことも可能である。上位層３１０の例は、インターネット・プロトコル（ＩＰ）、モバイ
ルＩＰモビリティ管理、セッション開始プロトコル（ＳＩＰ）、伝送制御プロトコル（Ｔ
ＣＰ）、ユーザ・データグラム・プロトコル（ＵＤＰ）、アプリケーション層などの接続
性を実装する層または機能である。
【００３３】
　当技術分野での使用法に従って本明細書で使用する「下位層」という用語は、ＩＥＥＥ
８０２．２１規格にサポートされる様々なメディア固有の技術標準でＯＳＩレベル２以下
に位置する層を指すと理解される。一例として、ＩＥＥＥ８０２．１１規格で定義される
下位層３２０は、メディア・アクセス制御（ＭＡＣ）層および物理（ＰＨＹ）層である。
別の例として、３ＧＰＰ標準に定義される下位層３２０は、ＭＡＣ層およびＰＨＹ層であ
る。下位層３２０はまた、８０２．２ＬＬＣまたは３ＧＰＰＲＬＣなど論理リンク制御層
を含むことができる。ＭＩＨ機能は、これらの層によって提供されるサービスを利用する
ことができる。
【００３４】
　メディア非依存ハンドオーバ層３１５は、上位層３１０および／または下位層３２０に
よって利用されることが可能である様々なサービスを提供することができる。例示的なサ
ービスには、情報サービス（矢印３２５で示す）、コマンド・サービス（矢印３３０で示
す）、およびイベント・サービス（矢印３３５で示す）が含まれる。明瞭にするために、
図３では、１組の矢印３２５、３３０、３３５のみを数字で示した。一実施形態では、リ
ンク層３２０およびＭＩＨユーザ３１０のために明確に定義されたＳＡＰを介してメディ
ア非依存ハンドオーバ層３１５は、非同期サービスおよび／または同期サービスを提供す
る。任意タイプの複数のネットワーク・インタフェースを有するシステムの場合、上位層
３１０は、ＭＩＨによって提供されるイベント・サービス、コマンド・サービス、および
情報サービスを使用して、下層にあるインタフェースの状態を管理、決定、および制御す
ることができる。情報サービス、コマンド・サービス、およびイベント・サービスについ
ては、以下により詳細に定義する。
【００３５】
　当技術分野での使用法に従って本明細書で使用する「情報サービス」という用語は、メ
ディア非依存ハンドオーバ機能（ＭＩＨＦ）実体が、初期接続性またはハンドオーバを容
易にするために、地理的領域内にあるネットワーク情報を発見して取得することができる
ようになるフレームワークおよび対応するメカニズムを提供する操作および／またはアル
ゴリズム（ならびにこれらの操作およびアルゴリズムを実行するために使用されるメッセ
ージ、プロトコル、および／またはコード）を指すと理解される。情報サービスは、１組
の情報要素（ＩＥ）、情報構造およびその表示、ならびに情報転送のメカニズムのクエリ
／応答タイプを提供することができる。これは、イベント・サービスの情報転送の非同期
プッシュモデルと対照をなす。情報は、情報サーバ（図示せず）にある場合があり、ＭＩ
Ｈ機能３１５は、情報サーバからの情報にアクセスすることができる。情報は、下位層３
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２０および上位層３１０の双方を介して利用可能にされることが可能である。
【００３６】
　当技術分野での使用法に従って本明細書で使用する「コマンド・サービス」という用語
は、モビリティ管理または上位層３１０が物理層、データリンク層、および論理リンク層
（集合的に下位層３２０として知られる）を制御することを可能にする操作および／また
はアルゴリズム（ならびにこれらの操作およびアルゴリズムを実行するために使用される
メッセージ、プロトコル、および／またはコード）を指すと理解される。上位層３１０は
また、コマンド・サービスの一部とみなされることが可能な一連のハンドオーバ・コマン
ドを介して適切なリンクの再構成または選択を制御することができる。コマンドは、モビ
リティ管理機能または上位層３１０（ＭＩＨコマンド）から、ならびにＭＩＨ機能３１５
（リンク・コマンド）から呼び出されることが可能である。コマンドの宛先は、ＭＩＨ機
能３１５またはいかなる下位層３２０とすることもできる。コマンドの受信者は、コマン
ドを出したスタック内、またはリモートのスタック内に位置している可能性がある。ロー
カル・コマンドの場合、典型的にメッセージは、上位層３１０から（例えば上位層３１０
に実装されるポリシー・エンジンから）ＭＩＨ機能３１５へ、その後ＭＩＨ機能３１５か
ら下位層３２０へ伝わる。リモート・コマンドの場合、メッセージは、上位層３１０から
１つのスタックのＭＩＨ機能３１５を介してピア・スタックのＭＩＨ機能３１５へ（ＭＩ
Ｈプロトコルを使用して）伝わる可能性がある。コマンドは、その後任意の上位層３２０
へさらに伝えられることが可能である。
【００３７】
　当技術分野での使用法に従って本明細書で使用する「イベント・サービス」という用語
は、イベントの識別およびイベントのコンテキスト情報などイベントと関連するもしくは
イベントを示す情報の転送を可能にする操作および／またはアルゴリズム（ならびにこれ
らの操作およびアルゴリズムを実行するために使用されるメッセージ、プロトコル、およ
び／またはコード）を指すと理解される。イベントは、物理層、データリンク層、および
論理リンク層の状態および伝送動作の変化を示す、あるいはこれらの層の状態変化を予測
することができる。またイベント・サービスは、管理アクションまたはネットワークの一
部でのコマンド・ステータスまたは何らかのこのような管理実体を示すために使用される
こともある。イベントは、ＭＩＨ機能（ＭＩＨイベント）またはいかなる下位層（リンク
・イベント）からも発生する場合がある。イベントの宛先は、ＭＩＨ機能、任意の上位層
実体、または任意のＭＩＨユーザとすることができる。イベントの受信者は、イベントを
引き起こしたスタック内、またはリモートのスタック内に位置している可能性がある。ロ
ーカル・イベントの場合、典型的にメッセージは、下位層３２０（ＰＨＹ、ＭＡＣ、ＧＭ
Ｍ…）からＭＩＨ機能３１５へ、またＭＩＨ機能３１５から任意の上位層３１０へ伝わる
。リモート・イベントの場合、メッセージは、１つのスタックのＭＩＨ機能３１５からピ
ア・スタックのＭＩＨ機能３１５へ伝わる。イベントは、その後任意の上位層３１０へさ
らに伝えられることが可能である。
【００３８】
　移動ノード（図３には示していない）がターゲット・アクセス・ノード３０５と関連付
けられると、この移動ノードと関連するイベントのコンテキスト情報が、ターゲット・ア
クセス・ノード３０５へ転送される。例示の実施形態では、移動ノードは、例えばソフト
・ハンドオフまたはハード・ハンドオフを用いて、ソース・アクセス・ノード３００から
ターゲット・アクセス・ノード３０５へハンドオフされた（またはされている過程である
）。イベントのコンテキスト情報は、ソース・アクセス・ノード３００のソース・スタッ
クにあるＭＩＨ機能３１５から、ターゲット・アクセス・ノード３０５のターゲット・ス
タックにあるＭＩＨ機能３１５へ転送される。上述のように、一実施形態では、イベント
のコンテキスト情報の転送は、移動ノードからの登録要求メッセージの受信によって、ま
たは移動ノードがアクセス・ノード（３０５）へ移行していることをアクセス・ノード３
００またはネットワーク２００から知るターゲット・アクセス・ノード３０５からの要求
によって、トリガされることが可能である。
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　図４は、イベントのコンテキスト情報を転送する方法４００の１つの例示的実施形態を
概念的に示している。図示した実施形態では、移動ノードとターゲット・アクセス・ノー
ドとの関連付けまたは待ち状態の関連付けは、例えば移動ノードがソース・アクセス・ノ
ードからターゲット・アクセス・ノードへハンドオフすることを示す情報を受信すること
、および／または移動ノードからの登録要求メッセージの受信に応答して、（４０５にお
いて）判断されることが可能である。イベントのコンテキスト情報は、その後ターゲット
・アクセス・ノードへ（４１０において）転送されることが可能である。例えば、移動ノ
ードがターゲット・アクセス・ノードへハンドオフされているとき、イベントのコンテキ
スト情報が、ソース・アクセス・ノードからターゲット・アクセス・ノードへ（４１０に
おいて）転送されることが可能である。別の例としては、イベントのコンテキスト情報は
、ソース・アクセス・ノードのイベント報告セッションと関連するセッション識別子をタ
ーゲット・アクセス・ノードへ転送することに応答して、ターゲット・アクセス・ノード
に（４１０において）転送されることが可能である。一実施形態では、イベントのコンテ
キスト情報で示されるイベントは、移動ノードのメディア非依存ハンドオフ機能を用いて
登録されることが可能である。
【００４０】
　移動ノードおよび／またはターゲット・アクセス・ノードは、その後イベントを監視し
、転送されたイベントのコンテキスト情報に基づいてイベント報告を（４１５において）
提供する。例えば、移動ノードおよび／またはターゲット・アクセス・ノードは、あるイ
ベントが、転送されたイベントのコンテキスト情報に示されたしきい値を超えたと判断す
ることができ、イベントが指定のしきい値を超えることに応じてイベント報告を（４１５
において）提供することができる。一実施形態では、移動ノードおよび／またはターゲッ
ト・アクセス・ノードは、転送されたイベントのコンテキスト情報に基づいてイベントの
セッション識別子を形成することができる。またソース・アクセス・ノードは、ターゲッ
ト・アクセス・ノードがイベント報告を受信するようになることを示す登録解除メッセー
ジを移動ノードに送信することができる。
【００４１】
　本発明は、本明細書の教示の恩恵を受ける当業者には明白である、異なるが等価な方法
で変更して実施することができるため、上記で開示した特定の実施形態は一例にすぎない
。さらに、特許請求の範囲に記載する以外に、本明細書に示す構成または設計の詳細に限
定するつもりはない。したがって、上記の特定の実施形態を変更または修正することがで
きるのは明らかであり、このようなすべての変形は本発明の範囲および趣旨の内であると
みなす。よって、本明細書で求める保護は、特許請求の範囲に示す通りである。
【図面の簡単な説明】
【００４２】
【図１】本発明による、異種通信システムの第１の例示的実施形態を概念的に示す図であ
る。
【図２】本発明による、異種ネットワークの第２の例示的実施形態を概念的に示す図であ
る。
【図３】本発明による、アクセス・ノードおよび移動ノードの１つの例示的実施形態を概
念的に示す図である。
【図４】本発明による、イベントのコンテキストを転送する方法の第１の例示的実施形態
を概念的に示す図である。
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